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英語ⅠＢ
必　修	 開講年次：１年次前期	 科目区分：演　習	 単　　位：1単位	 講義時間：30時間

■科目のねらい：高校までに習得した文法を再確認するとともに、英文の構造を理解しながら、英語でコミュニケーションをする
ために必要な作文力を身につける。また、ある程度まとまった内容を英語で表現するために必要なパラグラフの書き方を、ブ
レインストーミングなどの基礎から学び、論理的かつ明晰な英文を書くために必要な英文の構成の仕方を学ぶ。

■到達目標：①�センテンス・レベルからの作文の練習から始め、パラグラフ程度の長さのまとまりのある内容を英語で表現できる
レベルの力を習得する。

		  ②高校までに学習した英文法の知識をより深め、英作文に応用できる力を習得する。
		  ③パラグラフを書くためのプロセスを学び、英文パラグラフの論理構成、展開方法を理解する。

■担当教員：
町田 佳世子　松井 美穂　白土 淳子　一瀬 真平

■授業計画・内容：
第１回　オリエンテーション 
第２回　Section 1 : Unit 1 Self Introduction 
第 ３回　Section 1 : Unit 2 Past Memories　
第４回　Section 1 : Unit 3 My Daily Life
第５回　Section 1のまとめ
第６回　Section 2 : Unit 4 My Beliefs (Topic Sentence) 
第 ７回　Section 2 : Unit 5 My Future Profession  (Body 1: Major Support Sentences) 
第 ８回　Section 2 : Unit 6 People I Respect (Body 2: Minor Support Sentences)
第９回　Section 2 : Unit 7 Things I Treasure (Conclusion)
第10回　Section 2 : Unit 8 Looking Back (Review)
第11回　Section 2 : Unit 8 Looking Back (Review)
第12回　Section 2 のまとめ
第13回　Section 3 : Unit 9 Places Worth Visiting (Descriptive Paragraph)
第14回　Section 3 : Unit 9 Places Worth Visiting (Descriptive Paragraph)
第15回　全体のまとめ

■教科書：A Passage to Paragraph Writing  センゲージ ラーニング
その他資料等は適宜授業で配布する。

■参考文献：担当教員より初回授業において指示する。

■成績評価基準と方法：出席状況、課題提出、試験の結果などから総合的に評価する。出席：１０％　平常点（課題、小テスト、
中間試験等）４０％　定期試験：５０％

評価方法 到達目標 評価基準 評価
割合（％）到達目標① 到達目標② 到達目標③

定期試験 ◎ ◎ ○ 文法力、文章構成力等を総合的に見て判断する。 50%

小テスト・課題・
中間試験等 ◎ ◎ ◎

英作文の課題においては、学んだことが英作文に
きちんと反映されているかどうかを確認する。課
題は必ず提出すること。

40%

出席
2／3以上の出席（出席が2／3に満たない場合、
定期試験の受験資格を失い、単位を修得すること
ができません）

10%

その他 遅刻３回で欠席１回とみなす
◎：より重視する　○：重視する　空欄：評価に加えず

■関連科目：英語に関する全ての科目

■その他（学生へのメッセージ・履修上の留意点）：授業には予習をして、英和／和英辞書持参で出席すること。辞書に関して
は英和中辞典以上の内容のものを使用すること（電子辞書も可、ただし携帯電話、およびスマートフォンの辞書機能は不可）。
実用英語力の向上、資格取得及び前期終了時点での総合的な英語力の診断のために、８月に全学生にTOEIC IPテストを実施
する予定である。それに備えて積極的に自ら勉強に取り組むこと（TOEIC実施に関する詳細は授業等で説明する）。その他に
関しては担当教員より指示する。

共
通
教
育
科
目

デ
ザ
イ
ン
学
部 

専
門
教
育
科
目

看
護
学
部 

専
門
教
育
科
目

101-共通科目.indd   17 2016/03/03   15:29:08


